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1 はじめに  

集合関数とは、集合の部分集合ごとに値をも  

つような関数である。ここでは、有限集合il上  

での関数  

p：2（l→R  

を考察の村象とする。非加法的というのは、素  

であるA，β⊂ilに対して、必ずしもァ（A）＋  

ァ（β）＝P（AUβ）が成り立たないことを言っ  

ている。このような関数は、ファジー測度論【11  

などの分野で扱われている。   

集合関数の全体として、   

申＝†p：2－～→呵ア（¢）＝0，P（il）＝1）  

を考えると、これは、21呵－2次元の線形空間に  

なっているが、このうち、この研究では、凸で  

閉となるようなクラスのみ扱う。そのようなク  

ラスには、代表的な集合関数である確率測度や、  

ファジー測度論でよく用いられるどリーフ関数、  

それから確率測度の下界包絡等がある。   

凸で、閉であるような集合を表すのに、線形  

不等式を用いる。   

（ヂ∈叫∑岬）ァ（G）≧0）  

（；⊂‡！  

が閉半空間を表すが、これを表現するのには、  

係数だけを考えれば十分である。係数の集合を、  

p（β）＋や（ダ）＝や（且∪ダ）を満たす非負関数  

のことである。   

確率測度の全体は、凸多面体となり、その最  

大係数集合は、   

〈入‥2｛－→呵∑ン岬）≧Ofora・11∪∈ヰ  

G：山∈（；   

となる。  

3 ビリーフ関数  

定義：関数↑m：2n→【0，1】が基本確率割当  

であるとは、∑↑Tl（G）＝1でかつ、↑沌（¢）＝O  
G⊂【】  

が成り立つときである。関数p∈◎がヒリーフ  

関数であるとは、ある基本確率割当†和が存在  

して、p（β）＝∑川イG）と書けることであるo  
G⊂E   

ビリーフ関数の全体は、凸多面体となり、そ  

の最大係数集合は、   

〈入：2－－→呵∑畔）≧Obral用⊂－1）・  

（プ：方⊂G   

となる。  

4 下界包絡  

定義：関数p∈◎が確率測度の下界包絡で  

あるとは、ある確率測度からなる集合（ァi）i∈J  

が存在して、   

p（β）＝Ⅰ崎岬）hral用⊂n・  

となることである。  

月 〉  〈  
入：2く】→   とする。   A＝  

係数集合の部分集合を与えると、それらを満  

たす集合関数が凸集合として決まることになる。  

集合関数の凸集合が与えられたとき、全ての頂  

点を含むような線形不等式の係数を集めてきた  

ものを最大係数集合と呼ぶことにする。  

2 確率測度  

定義：関数ア ∈ ◎が確率測度とは、任  

意のgnfl＝¢となる£，F ⊂ mこ対し、  

下界包絡の全体は凸多面体となり、これの係   

数集合は、   
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（入∈Al∑畔）≧Obra11u∈…“  
（；：山∈（；  

】（C∈2‡－－†冊）：入（G）＞岬≦1）  

となることが知られている。【2】  

が成り立つことである。   

定理3二項関係とが集合関数の多面体のクラス  

ぢ⊂（p∈叫p（G）≧0か＝沼G⊂n†で実現  

可能であるための必要十分条件は、  

「－αノilト吼  

「りGと¢が任意のG⊂ilで成り立つ。  

「cノβとダまたはダとβが任意のβ，ダ⊂n  

で成り立つ。   

伸∑軌紺（G）＋揖（G）＝0が任意の  
i＜n  

G∈2i‡－叩†で成り立つとき、鶴≦玲が成  

り立つ。   

但し、た0，…，た，卜1は正の実数列で、また、  

且，彗∈2；し†¢Iは昂」＝彗を満たすものと  

し、入はヴの最大係数集合の要素とする。  

これは、確率測度に関する定理【5】のの拡張  

になっている。  

5 定義域の拡張問題  

集合関数が巾集合の一部上でのみ定義されて  

いるとき、その関数が望みの集合関数のクラス  

に入るかどうかを判定する条件を考える。   

定理1ノM⊂2！！上で定義された関数平に対し、  

2【l全体で定義された拡張された関数で凸である  

の集合関数のクラスど⊂引二属するものが存在  

する必要十分条件は、ぢの最大係数集合のうち、  

〟以外の値がβのものをノuに制限してでき  

る不等式を、アが満たすことである。   

この定理は、確率測度に対する定理【31の拡  

張である。  
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6 サンドイッチ問題  

二つの集合関数が与えられた時、それにはさ  

まれる形で、望みのクラスに属する集合関数が  

存在するかどうかどうかの条件を考える。   

定理2ぢを凸多面体となる集合関数のクラス  

とする。ハレ∈ 

〝（G）≦p（G）≦HG）となるp∈ぢカi存在する  

必要十分条件は、入一入′がぢの最大係数集合の  

要素となるような任意の非負集合関数入，入′∈A  

に対して、   

∑入（G）／∫■（G卜∑入′（G）〃（G）≧0  

（フ⊂‡l  （フ⊂〈】  

が成り立つときである。  

これは、確率測度に対する定理【4】の拡張である。  

7 2項関係での表現問題  

定義：2‡l上の2項関係ヒが集合関数のクラス  

㌻⊂引こよって、実現可能とは、ある集合関数  

ァ∈ぢカゞ存在して、任意のg，ダ⊂州こ対し、  

£とダ⇔p（£）≧河ア）  
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